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音

TOWNS TOPICS帆引き船をつくろう！を開催

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

千
代
田
公
民
館
で
、
青
少
年
育
成
か

す
み
が
う
ら
市
民
会
議
主
催
の
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

事
業
「
帆
引
き
船
を
つ
く
ろ
う
！
」
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
三
十
五
人
が
参
加
し
、
縮

尺
四
十
分
の
一
の
帆
引
き
船
の
模
型
製

作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
の
模

型
は
霞
ヶ
浦
帆
引
き
船
ま
つ
り
実
行
委

員
会
が
考
案
し
た
も
の
で
、
実
際
の
帆

引
き
船
に
使
わ
れ
て
い
る
赤
杉
材
を
使

用
し
て
い
る
た
め
、
作
り
終
え
た
と
き

に
は
実
物
と
同
じ
風
合
い
に
な
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
同
実
行
委
員
会

の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
親
子

で
協
力
し
合
い
な
が
ら
帆
引
き
船
を
製

作
。
完
成
し
た
模
型
を
前
に
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

2月 1 1日

船体には実際に使われている赤杉材を使用

市内の農家が家族経営協定を締結

家
族
の
役
割
分
担
な
ど
を
書
面
に

　

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
、
あ
じ
さ
い

館
で
行
な
わ
れ
、
市
内
の
農
家
九
組
二
十

人
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
経
営
方
針
や

役
割
分
担
、
報
酬
、
休
日
な
ど
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
農
業
後
継
者
に
は
将

来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
、
夫
婦
に
は

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
で
農
業
に
従

事
で
き
る
よ
う
、
平
成
八
年
度
か
ら
土

浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
市
が
連

携
し
、
推
進
し
て
い
る
も
の
で
す
。
現

在
、
市
内
で
は
二
十
九
組
、
県
内
で

二
千
二
百
組
以
上
の
家
族
が
締
結
を
し

て
い
ま
す
。

　

土
浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
神

永
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
特
に
女
性
や
若

い
農
業
者
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
が
大
切
」と
話
し
ま
し
た
。

2月 27日

市などの立会いのもと調印を取り交わす家族

いばらきの春観光キャンペーンに参加

守谷ＳＡに、県内各地から観光関係団体、
観光大使、マスコットが集結

春
の
か
す
み
が
う
ら
市

　
　
　
　

観
光
大
使
が
Ｐ
Ｒ

　

県
外
か
ら
の
自
動
車
観
光
客
の
玄

関
口
に
あ
た
る
常
磐
自
動
車
道
の
友
部

と
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、（
社
）

茨
城
県
観
光
物
産
協
会
主
催
に
よ
る

「
２
０
０
８
い
ば
ら
き
の
春
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
い
ば
ら
き
の
春
」
を
テ
ー

マ
に
、
県
内
の
観
光
資
源
へ
の
誘
客
促

進
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に

行
な
わ
れ
た
も
の
。

　

当
市
で
は
、
守
谷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
観
光
大
使
が
参
加
。
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
、
市

の
観
光
資
源
・
事
業
な
ど
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
、「
イ
チ
ゴ
狩
り
の
で
き
る
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
の
か
す

み
が
う
ら
市
へ
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

2月 23日

下稲吉小に新校舎（北校舎）が完成

新校舎の外観（上）と、
図工室での授業の様子（左）

旧
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が

モ
ダ
ン
な
新
校
舎
に

　

下
稲
吉
小
学
校
の
校
舎
裏
手
に
、
鉄

骨
二
階
建
て
延
床
面
積
八
八
七
・
五
二

平
方
メ
ー
ト
ル
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。建
築
以
前
は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎（
図

工
室
・
家
庭
科
室
）
が
建
っ
て
い
ま
し

た
が
、
老
朽
化
と
児
童
の
数
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
教
室
不
足
解
消
の
た
め
に

今
回
建
て
替
え
た
も
の
で
す
。

　

新
校
舎
は
「
北
校
舎
」
と
命
名
さ

れ
、
一
階
に
は
普
通
教
室
四
教
室
、
二

階
に
は
図
工
室
・
図
工
準
備
室
・
家
庭

科
室
・
家
庭
科
準
備
室
が
、
ま
た
一
、

ニ
階
と
も
に
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
校
舎
で
、
子
供
た

ち
は
気
持
ち
よ
く
の
び
の
び
と
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1月 31日 完成

秋
田
県
美
郷
町
小
学
生
と
の
交
流
事
業

志筑と美郷

交流の軌跡

1601年　家康による領地替の命令
1602年　常陸佐竹氏が出羽国へ、
忠親の長子茂

しげちか

親が志筑領（現在
の千代田地区）へ赴任。

ー400年の時を経てー
歴史研究や果樹栽培技術につい
てしばし交流を重ねる。
2001年　羅漢仏を寄贈
志筑地区の長興寺から千畑町へ。
2003年　小学生交流事業スタート
年に2度、定期的な交流を開始。

互いに

つち
かう友情

志筑地区
戦国時代　千代田地区の土豪
は、小田氏と、大

だいじょう

掾氏の勢力
下に。

美郷町千畑地区
1590 年　出羽国本堂（現在
の秋田県美郷町千畑地区）で
は、領主の本堂忠

ただちか

親が豊臣秀
吉方につき、小田原城合戦に
参陣。

1600 年　関が原の戦い
家康から出羽国在国の命令。

▲忠親が小田原城合戦で使
用したとされる采配。領地替
の際に、中志筑八幡神社に奉
納され、現在は、市指定文化
財として、志筑小学校で保管。

再
会
を
喜
ん
だ
三
日
間

　

秋
田
県
仙せ

ん
ほ
く
ぐ
ん

北
郡
美み

さ
と
ち
ょ
う

郷
町
に
お
い
て
、
志
筑
小

学
校
の
四
年
生
十
九
人
が
美
郷
町
千せ
ん
は
た畑
地
区
の

小
学
生
と
三
日
間
に
わ
た
り
交
流
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
、
志

筑
小
学
校
の
児
童
と
秋
田
県
美
郷
町
千
畑
地
区

の
小
学
校
の
児
童
が
夏
と
冬
に
相
手
の
地
を
訪

れ
る
相
互
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
交
流
は
、
志
筑
小
の
子
ど
も
た
ち
が

美
郷
町
を
訪
れ
る
形
で
行
な
わ
れ
、
夏
に
会
っ
た

子
ど
も
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

美
郷
町
で
は
、
本
堂
公
が
治
め
て
い
た
城
跡

や
郷
土
資
料
館
を
見
学
し
、
秋
田
に
お
け
る
本

堂
公
の
功
績
や
雪
国
の
暮
ら
し
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
千せ
ん
や屋
小
学
校
で
は
、
こ
の
交
流
事
業
に

あ
わ
せ
て
雪
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
雪
が
六
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
雪

玉
入
れ
競
争
や
ソ
リ
レ
ー
ス
な
ど
を
し
て
子
ど

も
た
ち
は
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
三
日
間
で
子
ど
も
た
ち
は
、
雪
国
で
の
く

ら
し
を
体
験
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
元
の
方
々

の
暖
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2月 7日～9日


